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研究成果の概要（和文）： 本研究は，東アジア諸国・地域における大学院入学者選抜制度の概

要と改革動向を，大学入学者選抜制度の状況をふまえつつ，比較検討したものである。主たる

対象は中国，台湾，韓国とわが国である。各国横断的に見れば，各国における大学入学者選抜

と大学院入学者選抜の間には一定の共通性が存在し，選抜に対する一定の考え方があることが

想定される一方，大学入学者選抜と大学院入学者選抜という段階に着目すれば，どの国でも大

学院入学者選抜の方が大学（募集単位）の自主性に基づく選抜方法が選択されていることが明

らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to clarify the characteristics and 

the trends of the reform of admission system of graduate education in the East Asian 

countries and regions, through the comparison with admission system of undergraduate 

education. China, South Korea, Taiwan, and Japan were focused in this study. As the result 

of study, it was clarified that there was a certain similarity between two systems in each 

countries and that, comparing with admission system of undergraduate education, many 

kinds of selection method more based on strategy of every institution (or selection unit) had 

been adapted in admission system of graduate education in any country. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 900,000   270,000   1,170,000   

２０１１年度 900,000   270,000   1,170,000   

２０１２年度 900,000   270,000   1,170,000   

年度    

  年度    

総 計 2,700,000   810,000   3,510,000   

 
 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：教育学・教育社会学 

キーワード：教育学，東アジア，大学院，入学者選抜，中国，台湾，韓国，高等教育 

 
１．研究開始当初の背景 

 2005 年の中央教育審議会答申「新時代の
大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育
の構築に向けて」などでも謳われているよう
に，わが国では｢知識基盤社会｣への移行や科
学技術創造立国の実現のため大学院におけ

る人材養成機能の強化が焦眉の急となって
いる。大学院教育の一定の量的拡大が図られ
る中で，現在の議論や改革の焦点は，優れた
科学技術人材をいかに養成・確保するか，ま
た大学院教育をいかに実質化するかという
点に当てられている。それとともに，グロー
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バル化の進展に伴って学位の国際的通用性
に対する要請が高まり，国際的な水準での教
育研究機能のさらなる強化とともに，大学院
教育の質保証が求められるようになってい
る。 

 わが国に限らず，東アジア諸国・地域では
近年，学士課程段階の大幅な拡大もふまえつ
つ，大学院教育の見直しが行われるとともに，
大学院段階の量的拡大が急速に進められて
いる。それによって，従来大学院に進学する
と想定された層ではない者が入るようにな
り，入学者の質にばらつきが生じるおそれが
ある。また，社会人や外国人など従来とは異
なる入学希望者も増加する。大学院段階にお
ける教育研究機能の強化を図るには，教育課
程の見直しや制度の整備とならんで優秀な
入学者を確保することが必要であることか
ら，それに向けた対応や取り組みが各国・地
域で進められていることが考えられる。それ
にもかかわらずこれまで，わが国では東アジ
ア諸国・地域の大学院教育や大学院入学者選
抜制度を扱った研究は限定的であった。 

 これに加えて，申請者はこれまで東アジア
地域における大学入学者選抜制度の比較研
究を進めてきた。それによれば現在東アジア
諸国・地域ではわが国と同様の多様性指向が
観察される一方で，具体的な制度設計や個別
機関の対応には違いも見られることが明ら
かになっている。こうした選抜制度の変化が
大学入学段階にのみ生じているのか，それと
も大学院入学段階でも同様に生じているの
かを分析すれば，入学者選抜という視点から
東アジア諸国・地域の高等教育の変容をより
明確にすることができるのではないかと考
えた。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究を進めるにあたって，まず下図のよ
うな分析枠組みを設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 分析枠組み 

 

 そのうえで本研究の目的を，東アジア諸
国・地域の大学院入学者選抜制度を対象とし，

各国・地域の大学院入学者選抜制度の概要と
特徴，改革動向を整理するとともに個別機関
の対応を分析することを通じて，大学入学者
選抜制度との異同も視野に入れながら各
国・地域の共通点と相違点を明確にすること，
またそれを手がかりとして東アジア諸国・地
域における高等教育改革の動向を明らかに
することとした。主たる研究対象は，中国，
韓国，台湾及びわが国である。 

 

 

３．研究の方法 

 本研究は次のような方法で進めた。まず，
先行研究及び現地で発行・公表されている政
府文書や統計資料，また新聞・雑誌記事など
を利用して文献研究を行い，各国・地域の高
等教育制度及び大学院教育制度，それから大
学院入学者選抜方法の概要や改革動向を整
理，分析した。 
 また，現地で個別機関を対象に聞き取り調
査を行い，国レベル及び機関レベルで大学院
入学者選抜が具体的にどのように行われて
いるのか，どのような改革が進められている
のかといった点について具体的な情報を収
集した。個別機関に関する情報収集は，本研
究の一環として諸国を訪問した際の聞き取
り調査のみならず，それ以外の訪問機会，そ
れから対象国の研究者が来日した機会など
もとらえて精力的に行った。 
 さらに，以上の過程で収集した情報や得ら
れた知見にもとづき，比較の観点から各国の
共通点や相違点を抽出して，これらの国にお
ける大学院入学者選抜制度の特徴を考察し，
あわせて各国の大学入学者選抜制度と比較
検討することによって，学部段階と大学院段
階での選抜の異同を分析し，高等教育の段階
ごとの特質を明らかにしようとした。 
 
 
４．研究成果 
 本研究において明らかになったこととし
て，大きく次の４点を挙げることができる
（詳細については，５に〔図書〕①として挙
げた研究成果報告書を参照されたい）。 
 
(1) 入学者選抜制度の背景となる高等教育
制度全体の変容として，①量的拡大と②個別
大学における自主権の拡大が確認された。 
①制度の量的拡大では，台湾と韓国では，
1990 年代以降に学士課程・準学士課程も修士
課程も大きく拡大し，相対的な規模では日本
を上回るまでになった。この両国に比べると，
日本での拡大は比較的緩やかである。中国は
人口が大きいことから相対的規模は大きい
とは言えないが，絶対的な規模では他を圧倒
するまでになった。 
②従来は，政府が高等教育に直接的に関与し，
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コントロールすることによってその規模や
質を維持・確保するとともに，国や社会の発
展に貢献させようとしてきた。しかし今日で
は，大学に関する規制が徐々に緩和され，制
度上各大学が自ら決定できる事柄が増えて
きている。 
 
(2) 各国の大学院入学者選抜制度の現状と
改革動向を分析した結果，それぞれ次のよう
な特徴を有することが明らかになった。 
①日本では，文部科学省から出される実施要
項に依拠しながら，多様な実施状況になって
いる。実施方法はもちろん，日程や提出書類
なども研究科により様々であるし，同一大学
内のみならず，同じ学問領域でも大学によっ
て異なった様相を示している。ただし，選抜
方法にはある程度の共通性も見られ，ほとん
どの場合筆記試験が課され，しかも外国語と
専門科目の学力が測られている。基本的な形
式として「筆記試験（外国語＋専門科目）＋
口頭試験（口述試験）」となっている研究科
が多い。自然科学系分野を中心に外国語（英
語）の成績として外部試験の結果が用いる募
集単位も見られる。 
②中国では，教育部（わが国の文部科学省に
相当）が全体的な方針や規定を定め，全国統
一試験の実施を組織するほか，各省の新入生
募集委員会が当該地区の碩士（わが国の修士
に相当）課程大学院生募集の管理活動に責任
を負う体制となっている。選抜の過程では，
大学として第２次試験の日程等が調整され
る。選抜方法では，政治理論や外国語，数学
といった基礎科目が全国統一試験として課
されるほか，一部の専門科目も全国統一で実
施されるようになっている。各大学で出題さ
れる他の科目とあわせて学力筆記試験で第
１次選抜が行われ，各大学で実施される面接
試験などの第２次試験で合格者が決定され
る。 
③台湾では，教育部（わが国の文部科学省に
相当）が法規を策定して大枠を定め，大学レ
ベルにおいても，募集要項が統一的に作成さ
れるとともに，出願，試験実施，合格者発表
などの時期がある程度まとめられているし，
いくつかの試験科目が全学レベルで作成さ
れている。各募集単位はその中で選抜方法を
決定する。学力筆記試験を主体とする一般的
なルートに加えて，選抜審査試験が導入され
ているが，特に後者の選抜を行うかどうかは
募集単位によって異なっているし，それぞれ
のルートで行われている選抜方法も募集単
位ごとに多様である。 
④韓国では，教育科学技術部（わが国の文部
科学省に相当）はほとんど役割を果たしてお
らず，各大学が全学的に大きな枠組みを定め
たうえでそれぞれの募集単位が実際の選抜
方法を決めている。選抜方法としては，筆記

試験の重要性が低く，出願時に英語能力の証
明として外部試験の成績を求めたり，面接試
験（口述試験）の結果が比較的重視されたり
している点が特徴的である。 
 
(3) 大学入学者選抜制度の状況もふまえて
各国の大学院入学者選抜制度の特徴を比較
検討した結果，横断的に見れば，各国におけ
る大学入学者選抜と大学院入学者選抜の間
には一定の共通性が存在していることが明
らかになった。最も典型的なのは中国で，ど
ちらの選抜においても教育部の強い指導の
もと全国型の学力筆記試験を核とした制度
設計がなされている。また台湾では，統一的
な法規が定められ，統一的な枠組みで両者の
選抜が実施されている。学力筆記試験の比重
が比較的高い点や，学力試験を中心とする選
抜と多様な選抜方法を利用する選抜が併存
している点も共通している。これらの国に比
べると，日本と韓国では政府の果たす役割が
小さく，選抜方法の決定が各大学（募集単位）
の手により大きく委ねられている。こうした
共通性は，各国において高等教育を受ける者
をどのように選抜するのか，選抜の指標とし
て何に注目するのが適切かといった点で一
定の考え方があることを想定させる。 
 
(4) 一方，大学入学者選抜と大学院入学者選
抜という段階に着目すれば，どの国でも大学
院入学者選抜の方が大学（募集単位）の自主
性に基づく選抜方法が選択されている。そし
て，日本はやや傾向が異なるものの，大学院
入学者選抜の方が相対的に学力筆記試験の
比重が低く，面接試験を重視する度合いが高
い。これは，学士課程段階と大学院課程段階
とで必要とされる能力が異なるか，それを測
るのに必要な手段が異なると考えられてい
ることを示唆している。 
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